
巡礼地と千年物語を
募集中！

巡礼地とその場所にまつわる千年先まで
語り継ぎたい物語を募集しています。
一般社団法人東北お遍路プロジェクト
http://tohoku-ohenro.jp/
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潮
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
海
を
望
め
る
高
台
に
建

つ
「
山
田
神
社
」。
平
成
28
年
９
月
、
こ
の
地
に
新

社
殿
が
遷
座
さ
れ
た
。
美
し
い
入
母
屋
造
り
の
社
殿

と
石
鳥
居
が
凛
と
し
た
佇
ま
い
で
迎
え
て
く
れ
る
。

　
山
田
神
社
は
、
相
馬
市
と
南
相
馬
市
に
ま
た
が
る

「
八
沢
浦
」
と
呼
ば
れ
る
海
を
干
拓
し
て
田
ん
ぼ
に

し
た
土
地
の
総
鎮
守
と
し
て
、
ま
た
干
拓
を
成
し
遂

げ
た
功
労
者
・
山
田
貞
策
氏
の
偉
業
を
後
世
に
伝
え

る
た
め
に
、
昭
和
16
年
に
創
建
さ
れ
、
地
域
住
民
の

心
の
拠
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
津
波
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
で
港
地

区
と
呼
ば
れ
る
集
落
の
約
40
戸
が
す
べ
て
流
さ
れ
、

氏
子
46
名
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、縁
が
あ
り
、

熊
本
県
立
球
磨
工
業
高
校
の
生
徒
た
ち
が
製
作
し

た
社
殿
と
鳥
居
を
贈
ら
れ
、
平
成
24
年
２
月
、
仮
社

殿
と
し
て
祀
っ
た
。

 

「
熊
本
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
の
は
仮
社
殿
や

鳥
居
だ
け
で
な
く
、
復
興
再
生
へ
の
勇
気
と
希
望
、

夢
で
し
た
」
と
話
す
の
は
、
宮
司
の
森
幸
彦
さ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
平
成
28
年
に
起
き
た
熊
本
地
震
に
胸

を
痛
め
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
永
く
寄
り
添

う
よ
う
に
支
援
し
合
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

「
海
を
農
地
に
変
え
る
の
は
人
間
の
大
い
な
る
智

恵
で
す
が
、
自
然
の
力
や
摂
理
に
抗
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
ど
う
な
っ
た
か
と
い
う
こ

と
も
後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
の
一
つ
で
す
」。
森
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
が
復
興

の
正
念
場
だ
と
し
、
相
双
地
域
の
神
社
再
建
へ
の

尽
力
を
誓
っ
た
。

　
ふ
だ
ん
は
無
人
の
山
田
神
社
だ
が
、
毎
年
4
月
23

日
の
例
祭
に
は
参
拝
者
で
に
ぎ
わ
う
。
復
興
の
シ
ン

ボ
ル
「
ぽ
っ
ぽ
さ
ん
」
の
グ
ッ
ズ
は
、
例
祭
な
ど
特

別
な
日
に
販
売
さ
れ
、
人
気
を
集
め
て
い
る
。

希望を与えてくれた熊本との交流
自然の力や摂理を伝えながら復興再生を

4

宮大工の養成コースを持つ球磨工業高校から寄贈され
た仮社殿と木製の鳥居。亡くなられた方々 の御霊を慰め
たいと、絵師の「はと」さんが描いた“鳥いっぱい鳥居”
は、現在は神社の入口に建ち、癒やしてくれる
高台に遷座した山田神社から望む風景。明治期まで、
この地はすべて海だったという。左手は震災前まで
350ヘクタールの田んぼが広がっていた場所で、排
水機場の近くにあった神社は流失した
「山田神社の海に面する崖上を、誰もが祈りを捧げら
れる場としたい」と願う森さん。おだやかな海と故郷
を見守りながら、相双地域の復興再生に取り組んでいる
「手ぬぐい」（1,000円）や「お守りストラップ」（400
円）など、かわいいぽっぽさんグッズは、例祭などの
特別な日だけ、神社で販売する。手ぬぐいは、農家
民宿「翠の里」（南相馬市鹿島区）や、野庵ホーム
ページでも購入できる。

1

2

3

4

第8回 山田神社
（福島県南相馬市鹿島区北海老字磯ノ上9）


